
問題２

着眼点

　円の接線と弦のつくる角の定理（接弦定理）と円に内接する四角形の性質を把握してい

るかどうかがポイントです。

解答例
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　円に内接する四角形$%&'を描く。

　���点�$，%，&，'における円�2�の

接線をそれぞれ� �A �，� �A �，� �A �，� �A �とし，

　　� �A �と� �A �の交点を�3，

　　� �A �と� �A �の交点を�4，

　　� �A �と� �A �の交点を�5，

　　� �A �と� �A �の交点を�6�

とする。　

　また，線分�$&�と線分�%'�の交点を

�.�とする。

　四角形�3456�が円に内接する条件は

　　�345��365 ����　

すなわち　�%4&��$6' �����　…①　である。

　�4% 4&�と円の接線と弦のつくる角の定理により，

　　�4%& �4&% �%$&�

であるから，これを�D�とおく。

　同様に，�6$ 6'�と円の接線と弦のつくる角の定理により，

　　�6$' �6'$ �$%'

であるから，これを�E�とおく。

　すると，�%4& ����－�D，�$6' ����－�E�がえられるので，条件①は

　　�����－�D�������－�E� ����　すなわち　D�E ���

となる。

　よって，��.$%��.%$ ����となるので，

　　��$.% ����　すなわち　$&�%'　…②である。

　また，逆に，②の条件が満たされるとき，四角形�3456�は円に内接する四角形になる。

　ゆえに，四角形�3456�が円に内接するための必要十分条件は�$&�%'�である。


